
 
 
 

 
ＶＣ シリーズ 

 

＜ 通 信 プ ロ ト コ ル 編 ＞ 

 
 
 
 
 
 
 

取 扱 説 明 書 

 

Ｖｅｒ． １．０ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日機電装株式会社 

資料番号 TI-12900 



は じ め に     

このたびは、ＡＣサーボコントローラ＜ＶＣ　シリーズ＞をご採用いただき誠に有り難うございます。

　【本取扱説明書について】

本取扱説明書では、ＡＣサーボコントローラ＜ＶＣ　シリーズ＞の通信プロトコルについて説明して

います。

ご使用になるコントローラの据え付け，配線，使用方法，保守点検，異常診断・対策，設定および表

示については各ＶＣシリーズ『機種専用編』をご覧下さい。

尚、記述内容が重複する場合は各ＶＣシリーズの『機種専用編』を本書より優先します。

通信（データ転送）を正しく行うために、この資料の内容を充分ご理解下さい。

本取扱説明書では、１６進数の数字は末尾に“Ｈ”を付けて、１０進数の数字と区別しています。

※ 本資料の改訂権利は、いかなる場合にも日機電装㈱が保有し、予告なく変更する場合があります。
日機電装㈱からの情報は、正確かつ信頼できるものではありますが、特別に保証したものを除い

ては、その使用に対しての責任は負いかねます。



                            安  全  上  の  ご  注  意

　据え付け，運転，保守，点検の前に、必ず本取扱説明書とその他の付属書類をすべて熟読し、正しく

ご使用ください。

　機器の知識，安全の情報，そして注意事項のすべてについて習熟してからご使用下さい。

　この取扱説明書では、安全注意事項のランクを『危険』，『注意』として区分してあります。

　また、取り扱い上「してはならないこと」，「しなくてはならないこと」を『禁止』，『強制』とし

て区分してあります。

危 険  ：取り扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷
   を受ける可能性が想定される場合。

注 意  ：取り扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害軽
　 軽傷を受ける可能性が想定される場合及び、物的傷害のみの発生が想
　 定される場合。

 

    なお 注 意  に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があり
  ます。いずれも重要な内容を記載していますので必ず守ってください。

禁 止  ：してはならないこと。
   本注意事項を無視した場合、装置が正常に動作しません。

強 制  ：しなくてはならないこと。
   本注意事項を無視した場合、装置が正常に動作しません。
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第１章　概　要

１－１ 特　長

ＶＣシリーズ（以後、コントローラと称す）は、外部機器とのインターフェースとしてシリアル通

信インターフェース（ＲＳ－４２２Ａ相当）を標準装備しており、外部機器（コンピュータまたはプ

ログラム可能なターミナル(PT)）とのデータ転送が出来ます。
さらに、シリアル通信の回線（配線）をディジチェーンで接続する事により、複数台のコントロー

ラを通信にて管理する事が出来ます。

通信はコントローラのモード状態に関係なく、常時可能となっています。（※注１）

データ転送を行うための通信プロトコルは、三菱電機㈱製「ＡＪ７１Ｃ２４－Ｓ８形計算機リンク

ユニット」の［制御手順形式４］に準拠しています。

※注１：ご使用になられるコントローラがシーケンス機能内蔵タイプの場合は、シーケンス制御によ

る入力信号と通信による入力信号の論理和(OR)で制御します。

１－２ 通信機能

　［１］データ転送

コントローラ内部の指定されたデバイス（データエリア）に対して、データの書き込み／読み出し

をする事によって、以下の機能を実現しています。

［図１－１］データ転送方法

　　　　　　機　能    転送方向 対象デバイス   データ･エリア名称
 パラメータ編集 読 み ／ 書 き Ｒデバイス  パラメータエリア
 コマンド編集 読 み ／ 書 き Ｒデバイス  コマンドデータエリア
 間接データ編集 読 み ／ 書 き Ｒデバイス  間接データエリア
 装置の各種状態情報の読み出し 読み出しのみ Ｄデバイス  状態データエリア
 リモート制御
 （制御信号の書き込みと動作）

読 み ／ 書 き Ｘデバイス  リモート制御データエリア

[表１－１] データ転送とデータエリア

　［２］複数台管理

複数台のコントローラのシリアル通信回線（配線）をディジチェーンで接続し、それぞれ異なった

局番(ＩＤ№ )を設定する事により、複数台のコントローラを管理する事ができます。

外 部 機 器

(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ /PT) コントローラ

　　　データエリア

デバイス

デバイス
読み出しデータ

書き込みデータ
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　［３］ブロードキャスト（全数台一斉送信）

外部機器（コンピュータ/PT）からデータを書き込む際に、局番(ＩＤ№ )を”ＦＦ”として送信す
る事により、接続された全てのコントローラに対して、一度にデータを書き込む事ができます。

　［４］グループ管理

グループＩＤを設定することで、同一のグループＩＤを持つ複数のコントローラを一括して制御す

る事が出来ます。

グループＩＤは番号は、１～２５５の範囲で自由なＩＤ番号を選択でき、１台の装置に最大５種類

（５グループに所属）まで設定する事が出来ます。

ブロードキャストと同様に、特定のグループ局番（ＩＤNo.）を設定して送信する事により、同一
のグループに属する全てのコントローラに対して、一度にデータを書き込む事が出来ます。
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第２章　構　成

２－１ システム構成

［図２－１］システム構成図（ディジチェーン接続例）

                                   注  意
局番（通信ＩＤNo.）が重複すると正常に通信できないばかりでなく、装置の故障の原因ともな
ります。充分注意をして、局番（通信ＩＤNo.）を設定して下さい。

最大１６軸接続

（各局番は重複し

ないように設定）

　　　　　 注意

外部機器

(ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ/PT)

ｺﾝﾄﾛ

　ｰﾗ

ﾓｰﾀ

U/V/W/E

ｴﾝｺｰﾀﾞ

RS-422A

ｺﾝﾄﾛ

　ｰﾗ

ﾓｰﾀ

U/V/W/E

ｴﾝｺｰﾀﾞ

ｺﾝﾄﾛ

　ｰﾗ

ﾓｰﾀ

U/V/W/E

ｴﾝｺｰﾀﾞ

ｺﾝﾄﾛ

　ｰﾗ

ﾓｰﾀ

U/V/W/E

ｴﾝｺｰﾀﾞ

J1

J1

J1

J1

外部機器の通信規格が

RS-232Cの場合、
RS-232C＝RS-422A変換
ケーブルを準備しており

ます。



- 3-1 -

第３章　仕　様

３－１ シリアル通信基本仕様

項    目 仕                        様
接 続 仕 様 ＥＩＡ規格  ＲＳ－４２２Ａ相当
通 信 方 式 半二重通信方式

同 期 方 式 調歩同期

データ伝送速度 ４８００／９６００／１９２００／５６０００ｂｐｓ （パラメータにて選択）
キ ャ ラ ク タ 長 ７ビット／８ビット                    　　　　　　 （パラメータにて選択）
パ リ テ ィ 奇数／偶数／パリティ無し　　　　　　　　　　　　　（パラメータにて選択）

ストップビット ２ビット

主     局 外部機器（コンピュータ、タッチパネル等）
従     局 ＶＣシリーズ（コントローラ）
通 信 手 順 専用通信手順    ［第５章］シリアル通信手順 を参照

制御コード

信 号 名 S T X E T X E O T E N Q A C K L  F C  L C  R N A K
コ ー ド 0 2 H 0 3 H 0 4 H 0 5 H 0 6 H 0 A H 0 C H 0 D H １ 5 H

通 信 コ ー ド

データコード 「０（３０Ｈ）」～「９（３９Ｈ）」、「Ａ（４１Ｈ）」～「Ｚ（５ＡＨ）」
ＤデバイスとＲデバイス 　６４点（ワード単位）１ 回 の 交 信 で

可能な処理点数 Ｘデバイス ２５６点（ビット単位）

［表３－１］  シリアル通信基本仕様
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３－２ シリアル通信ケーブル配線

                          ［図３－１］ シリアル通信ケーブル配線図

                                      注  意

局番（通信ＩＤ№）が重複すると正常に通信できないばかりでなく、装置の故障の原因ともなりま

す。充分注意をして、局番（通信ＩＤ№）を設定して下さい。

３３０Ω

ＧＮＤ

１

２

８

９

５

１１

１２

４

ＧＮＤ１４

ＲＸＤ（Ｂ）

ＲＸＤ（Ａ）

ＴＸＤ（Ｂ）

ＴＸＤ（Ａ）

コネクタ･ＦＧ金具

ＦＧ

Ｊ1

Ｊ
１

コントローラ
１台目

ＴＸＤ（Ｂ）

ＴＸＤ（Ａ）

ＲＸＤ（Ｂ）

ＲＸＤ（Ａ）

ＧＮＤ

ＦＧ

ＴＸＤ（Ａ）

ＴＸＤ（Ｂ）

ＲＸＤ（Ａ）

ＲＸＤ（Ｂ）

ＦＧ

ＦＧ

Ｊ1 コントローラ
２台目

１

８

５

１２

ＴＸＤ（Ａ）

ＴＸＤ（Ｂ）

ＲＸＤ（Ａ）

ＲＸＤ（Ｂ）

ＦＧ

２

９

４

ＴＸＤ（Ａ）

ＴＸＤ（Ｂ）

ＲＸＤ（Ａ）

１１ ＲＸＤ（Ｂ）Ｊ
１

ＦＧ

Ｊ1
コントローラ
最 後

１

８

５

１２

ＴＸＤ（Ａ）

ＴＸＤ（Ｂ）

ＲＸＤ（Ａ）

ＲＸＤ（Ｂ）

２

９

４

ＴＸＤ（Ａ）

ＴＸＤ（Ｂ）

ＲＸＤ（Ａ）

１１ ＲＸＤ（Ｂ）Ｊ
１

(最大１６台)

ＧＮＤ１４

ＧＮＤ１４

３ ＲＬＲ（Ａ）

外部機器の通信規格が

RS-232Cの場合、

RS-232C－RS-422A 変換ユニ

ットが必要です。

終端用端子 RLR(A)と
RXD(A)端子を接続する。

外部機器

コネクタ･ＦＧ金具

コネクタ･ＦＧ金具
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第４章　コントローラの設定

４－１ コントローラのパラメータ設定

シリアル通信に関係するパラメータは以下の[P505]～[P520]です。
設定については、別冊の取扱説明書『機種専用編』を参照して下さい。

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

№
パラメータ名称 機 能 概 略 設 定 値

P505 通 信 機 能 選 択
シリアル通信時に接続される外部機器

（プロトコル）を選択します｡

設定№［２：コンピュータ］を

設定します。

シリアル通信でのディジチェーン接続時

のＩＤ№（局番）を設定します。 [00 ～ 16]の範囲から選択

【注意】

ディジチェーン接続するコントローラはＩＤ№を

１ 台 毎 に 異 な る 設 定 に し て 下 さ い 。

P506 通 信 Ｉ Ｄ Ｎ o .

P507
デ ー タ 長 選 択

（シリアル通信）

シリアル通信の送受信データ長を選択

します。

[7 BITS／8 BITS]の中から
選択

P508
パ リ テ ィ 選 択

（シリアル通信）
シリアル通信のパリティを選択します｡

[NONE／ODD／EVEN]の
中から選択

P509
ボーレイト選択

（シリアル通信）

シリアル通信のボーレイトを選択しま

す。

[4.8K／9.6K／19.2K／56K
／(115.2K)〕の中から選択
注)  1 1 5.2K は、現在サポート
　 していません。

P511
通 信 グ ル ー プ

Ｉ Ｄ 設 定 １
同報通信時の有効ＩＤを設定します。 [000 ～ 255]の範囲から選択

P512
通 信 グ ル ー プ

応 答 有 無 １

通信グループID設定１とペアで使用し
ます。

レスポンス応答／無応答を選択します。

[RESP.OFF／RESP. ON]の
中から選択

P513
通 信 グ ル ー プ

Ｉ Ｄ 設 定 ２
同報通信時の有効ＩＤを設定します。 [000 ～ 255]の範囲から選択

P514
通 信 グ ル ー プ

応 答 有 無 ２

通信グループID設定２とペアで使用し
ます。

レスポンス応答／無応答を選択します。

[RESP.OFF／RESP. ON]の
中から選択

P515
通 信 グ ル ー プ

Ｉ Ｄ 設 定 ３
同報通信時の有効ＩＤを設定します。 [000 ～ 255]の範囲から選択

P516
通 信 グ ル ー プ

応 答 有 無 ３

通信グループID設定３とペアで使用し
ます。

レスポンス応答／無応答を選択します。

[RESP.OFF／RESP. ON]の
中から選択

P517
通 信 グ ル ー プ

Ｉ Ｄ 設 定 ４
同報通信時の有効ＩＤを設定します。 [000 ～ 255]の範囲から選択

P518
通 信 グ ル ー プ

応 答 有 無 ４

通信グループID設定４とペアで使用し
ます。

レスポンス応答／無応答を選択します。

[RESP.OFF／RESP. ON]の
中から選択

P519
通 信 グ ル ー プ

Ｉ Ｄ 設 定 ５
同報通信時の有効ＩＤを設定します。 [000 ～ 255]の範囲から選択

P520
通 信 グ ル ー プ

応 答 有 無 ５

通信グループID設定５とペアで使用し
ます。

レスポンス応答／無応答を選択します。

[RESP.OFF／RESP. ON]の
中から選択

　 ［設定内容の反映時期］：電源投入またはリセット信号入力時

［表４－１］リモート通信関連パラメータ
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４－２ モードと制御入力信号の関係

　４－２－１　ＶＣ－Ｄ機種

機　　　　　　種 ＶＣ－Ｄ

                   　　　　　　　　　　　　　運転モード
 制御入力信号名

速　度 トルク パルス列 ｻｰﾎﾞﾛｯｸ

 リセット ＲＳＴ X0000 ★ ★ ★ ★

 非常停止 ＥＭＧ X0001 ★ ★ ★ ★

 サーボオン ＳＯＮ X0002 ★ ★ ★ ★

 起動 ＤＲ X0003 ★ ★ ★ ★

 速度ゲイン選択 ＧＳＥＬ X0004 ★ ★ ★ ★

 偏差クリア ＣＬＲ X0005 ★

 正方向オーバートラベル ＦＯＴ X0006 ① ① ① ①

 逆方向オーバートラベル ＲＯＴ X0007 ① ① ① ①

 指令選択１～２ ＳＳ1～2 X0008～9 ★ ★

 動作方向選択 ＳＳＤ X000A ③ ③

 モード選択１～２ ＭＤ1～2 X000B～C ★ ★ ★ ★

 トルク制限 ＴＬ X000D ★ ★ ★ ★

 指令パルス入力禁止 ＣＩＨ X000E ②

 強制ブレーキＯＮ ＢＲＯＮ X000F ★ ★ ★ ★

 比例制御 ＰＣ X0010 ★ ★ ★

 速度オーバーライド１～４ ＯＲ1～4 X0028～B ③

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★  ：有効　　　　    ：無効
　　

　　　①～②：有効／無効はパラメータ設定（関係は以下の通り）

  　　①　　：［P705：ハードOT有効／無効選択］
  　　②　　：［P600：CIH信号仕様選択］
　　　③　　：指令選択１～２（SS1/SS2）にて内部指令選択時
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　４－２－２ ＶＣ－Ｃ１機種

機　　　　　　　種 ＶＣ－Ｃ１

                   　　　　　　　　　　　　　　運転モード
 制御入力信号名

自　動 手　動 原点復帰 パルス列

 リセット ＲＳＴ X0000 ★ ★ ★ ★

 非常停止 ＥＭＧ X0001 ★ ★ ★ ★

 サーボオン ＳＯＮ X0002 ★ ★ ★ ★

 速度ゲイン選択 ＧＳＥＬ X0004 ★ ★ ★ ★

 偏差クリア ＣＬＲ X0005 ★ ★ ★ ★

 正方向オーバートラベル ＦＯＴ X0006 ① ① ① ①

 逆方向オーバートラベル ＲＯＴ X0007 ① ① ① ①

 動作方向選択 ＳＳＤ X000A ③

 モード選択１～２ ＭＤ1～2 X000B～C ★ ★ ★ ★

 トルク制限 ＴＬ X000D ★ ★ ★ ★

 指令パルス入力禁止 ＣＩＨ X000E ②

 強制ブレーキＯＮ ＢＲＯＮ X000F ★ ★ ★ ★

 比例制御 ＰＣ X0010 ★ ★ ★ ★

 アドレス指定 ＰＳ１～

８
X0018～F ★

 自動スタート ＰＳＴ X0020 ★

 正方向寸動 ＦＪＯＧ X0021 ★ ★

 逆方向寸動 ＲＪＯＧ X0022 ★ ★

 寸動速度切換え ＪＯＳＰ X0023 ★

 Ｍ完了 ＭＦＩＮ X0024 ★

 ブロック停止 ＢＳＴＰ X0025 ★

 プログラムキャンセル ＰＣＡＮ X0026 ★

 外部自動スタート禁止 ＥＰＩＨ X0027 ★

 速度オーバーライド１～４ ＯＲ1～4 X0028～B ★ ★ ★

 一旦停止 ＨＬＤ X002C ★ ★ ★ ★

 外部トリガ ＴＲＧ X002D ④

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★  ：有効　　　　    ：無効
　

　　 ①～②：有効／無効はﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定（関係は以下の通り）
　　 ①　　：［P705：ﾊｰﾄﾞOT有効／無効選択］
  　 ②　　：［P600：CIH信号仕様選択］
  　 ③　　：自動運転ドライバコマンドにて内部指令選択時有効
　　 ④　　：自動運転連続制御コマンド実行時有効
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　４－２－３　ＶＣ－Ｃ６機種

機　　　　　　　種 ＶＣ－Ｃ６

                   　　　　　　　　　　　　　　運転モード
 制御入力信号名

自　動 手　動 原点復帰 ｻｰﾎﾞﾛｯｸ

 リセット ＲＳＴ X0000 ★ ★ ★ ★

 非常停止 ＥＭＧ X0001 ★ ★ ★ ★

 サーボオン ＳＯＮ X0002 ★ ★ ★ ★

 速度ゲイン選択 ＧＳＥＬ X0004 ★ ★ ★ ★

 偏差クリア ＣＬＲ X0005 ★ ★ ★ ★

 正方向オーバートラベル ＦＯＴ X0006 ① ① ① ①

 逆方向オーバートラベル ＲＯＴ X0007 ① ① ① ①

 モード選択１～２ ＭＤ1～2 X000B～C ★ ★ ★ ★

 トルク制限 ＴＬ X000D ★ ★ ★ ★

 指令パルス入力禁止 ＣＩＨ X000E ②

 強制ブレーキＯＮ ＢＲＯＮ X000F ★ ★ ★ ★

 比例制御 ＰＣ X0010 ★ ★ ★ ★

 アドレス指定 ＰＳ１～

８
X0018～F ★

 自動スタート ＰＳＴ X0020 ★

 正方向寸動 ＦＪＯＧ X0021 ★ ★

 逆方向寸動 ＲＪＯＧ X0022 ★ ★

 寸動速度切換え ＪＯＳＰ X0023 ★

 Ｍ完了 ＭＦＩＮ X0024 ★

 ブロック停止 ＢＳＴＰ X0025 ★

 プログラムキャンセル ＰＣＡＮ X0026 ★

 外部自動スタート禁止 ＥＰＩＨ X0027 ★

 速度オーバーライド１～４ ＯＲ1～4 X0028～B ★ ★ ★

 一旦停止 ＨＬＤ X002C ★ ★ ★

 内部マスタ速度選択 MSSP X0030 ★ ★ ★ ★

 位相進み Ｄ１１ X0038 ★

 位相遅れ Ｄ１２ X0039 ★

 電子クラッチ Ｄ１４ X003A ★

 マスタ軸選択 Ｄ１８ X003B ★

 サイクル終了 Ｄ２１ X003C ★

 パターン選択１ Ｄ２２ X003D ★

 パターン選択２ Ｄ２４ X003E ★

 パターン選択３ Ｄ２８ X003F ★

　　　　　                                                   ★  ：有効 　　　　    ：無効
　　

　　 ①～②：有効／無効はﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定（関係は以下の通り）
  　 ①    ：［P705：ﾊｰﾄﾞOT有効／無効選択］
  　 ②    ：［P600：CIH信号仕様選択］
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第５章　シリアル通信手順

外部機器とコントローラとの通信は、外部機器がコントローラに対してデバイス№（コントローラの内

部アドレス）を指定してデータの書き込み／読み出しを行う事によりデータ転送を行います。

書き込み及び読み出しのデータ／デバイス数／局番／サムチェックコードは、１６進数を文字キャラク

タコードにした形式で転送します。

５－１　データ書き込み手順（外部機器 → コントローラへデータを転送）

　［１］通常書き込み（外部機器 １台 → コントローラ １台）

                サムチェックのチェック範囲
              （局番からテキストデータまで）

外
部
機
器
側

Ｅ
Ｎ
Ｑ

０
５

Ｈ

  
局

番

０１

３３
０１

ＨＨ

  
 ＊
  
１

ＦＦ

４４
６６

ＨＨ

 コ
 マ
 ン
 ド

ＷＷ

５５
７７

ＨＨ

＊
１

０

３
０

Ｈ

テ キ ス ト デ ー タ

Ｒ００３７０１１２３４

５３３３３３３３３３３
２００３７０１１２３４

ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ

ｻ ﾑ
ﾁｪｯｸ
ｺ ｰド

１２

３３
１２

ＨＨ

Ｃ

Ｒ

０
Ｄ

Ｈ

Ｌ

Ｆ

０
Ａ

Ｈ

コ
ン
ト
ロ
｜
ラ
側

Ａ
Ｃ

Ｋ

０
６
Ｈ

局

番

０１

３３
０１
ＨＨ

＊

１

ＦＦ

４４
６６
ＨＨ

Ｃ

Ｒ

０
Ｄ
Ｈ

Ｌ

Ｆ

０
Ａ
Ｈ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　または

Ｎ
Ａ
Ｋ

１
５
Ｈ

局

番

０１

３３
０１
ＨＨ

＊

１

ＦＦ

４４
６６
ＨＨ

ｴ ﾗ ｰ
ｺｰﾄﾞ

０ １

３３
０１
ＨＨ

Ｃ

Ｒ

０
Ｄ
Ｈ

Ｌ

Ｆ

０
Ａ
Ｈ

［図５－１］ データ書き込み手順（通常書き込み）

デ ー タ

転送失敗

＊１は、固定データとして転送します。

デ ー タ

転送成功

上 下
位 位
桁 桁

サムチェック計算式

　 30H + 31H + 46H + 46H + 57H + 57H + 30H

+  52H + 30H + 30H + 33H + 37H + 30H + 31H

+  31H + 32H + 33H + 34H = ４１２Ｈ
　　　　　　　　　　　　　　　└┘

　　　　　　　　　　　　　　　ｻﾑﾁｪｯｸﾃﾞｰﾀ

上 下
位 位
桁 桁

上 下
位 位
桁 桁
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　［２］ブロードキャスト（外部機器 １台 → コントローラ 全数台一斉送信）

                サムチェックのチェック範囲
              （局番からテキストデータまで）                         　　　  次の送信開始

外
部
機
器
側

Ｅ
Ｎ
Ｑ

０
５

Ｈ

局

番

ＦＦ

４４
６６

ＨＨ

＊

１

ＦＦ

４４
６６

ＨＨ

コ
マ
ン
ド

ＷＷ

５５
７７

ＨＨ

＊

１

０

３
０

Ｈ

テ キ ス ト デ ー タ

Ｒ００３７０１１２３４

５３３３３３３３３３３
２００３７０１１２３４

ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ

ｻ ﾑ
ﾁｪｯｸ
ｺ ｰド

３Ｄ

３４
３４

ＨＨ

Ｃ

Ｒ

０
Ｄ

Ｈ

Ｌ

Ｆ

０
Ａ

Ｈ

Ｅ
Ｎ
Ｑ

０
５

Ｈ

  
局

番

ＦＦ

４４
６６

ＨＨ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

       ＊１は、固定データとして転送します。

       ＊２：外部機器側からの次の送信開始までの時間（Ｔ）は、２０ｍｓ以上とします。

             また、Ｒ００００～Ｒ３６９９のエリアへの書き込みでは、データを不揮発性メモリへ
         　  書き込む必要があるため、１デバイス当たり約５ｍｓの時間が必要となります。
             このため、このエリアへブロードキャスト書き込みを行った後さらにこのエリアへの書
        　   き込みを行う場合は、１デバイス当たり５ｍｓ以上となる様この時間を調節して下さい。

       ※「ブロードキャスト」の場合、局番（ＩＤ№）を”ＦＦ”とします。

［図５－２］ データ書き込み手順（ブロードキャスト）

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
側

コントローラからの

返信はありません。

サムチェック計算式

　 46H + 46H + 46H + 46H + 57H + 57H + 30H

+  52H + 30H + 30H + 33H + 37H + 30H + 31H

+  31H + 32H + 33H + 34H = ４３ＤＨ
　　　　　　　　　　　　　　　└┘

　　　　　　　　　　　　　　　ｻﾑﾁｪｯｸﾃﾞｰﾀ

＊２

　Ｔ

上 下
位 位
桁 桁

上 下
位 位
桁 桁
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　［３］グループ通信（外部機器 １台 → コントローラ 同一グループ一斉送信）

                サムチェックのチェック範囲
              （局番からテキストデータまで）

外
部
機
器
側

Ｅ
Ｎ
Ｑ

０
５

Ｈ

  
局

番

ＡＡ

４４
１１

ＨＨ

  
＊

１

ＦＦ

４４
６６

ＨＨ

コ
マ
ン
ド

ＷＷ

５５
７７

ＨＨ

＊

１

０

３
０

Ｈ

テ キ ス ト デ ー タ

Ｒ００３７０１１２３４

５３３３３３３３３３３
２００３７０１１２３４

ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ

ｻ ﾑ
ﾁｪｯｸ
ｺ ｰド

３３

３３
３３

ＨＨ

Ｃ

Ｒ

０
Ｄ

Ｈ

Ｌ

Ｆ

０
Ａ

Ｈ

Ａ
Ｃ

Ｋ

０
６
Ｈ

 局
  
番

ＡＡ

４４
１１
ＨＨ

 ＊
  
１

ＦＦ

４４
６６
ＨＨ

Ｃ

Ｒ

０
Ｄ
Ｈ

Ｌ

Ｆ

０
Ａ
Ｈ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　または

Ｎ
Ａ
Ｋ

１
５
Ｈ

 局
  
番

ＡＡ

４４
１１
ＨＨ

 ＊
  
１

ＦＦ

４４
６６
ＨＨ

ｴ ﾗ ｰ
ｺｰﾄﾞ

０ １

３３
０１
ＨＨ

Ｃ

Ｒ

０
Ｄ
Ｈ

Ｌ

Ｆ

０
Ａ
Ｈ

       ＊１は、固定データとして転送します。

       ＊２：外部機器側からの次の送信開始までの時間（Ｔ）は、２０ｍｓ以上とします。

             また、Ｒ００００～Ｒ３６９９のエリアへの書き込みでは、データを不揮発性メモリへ
           　書き込む必要があるため、１デバイス当たり約５ｍｓの時間が必要となります。
             このため、このエリアへブロードキャスト書き込みを行った後さらにこのエリアへの書
           　き込みを行う場合は、１デバイス当たり５ｍｓ以上となる様この時間を調節して下さい。

※１ 「グループ一斉」の場合、局番（ＩＤ№）に”０１～ＦＦ”が利用可能ですが、通常の個別
　　 ＩＤ（０１～１６）及び、一斉局番”ＦＦ”とは重複しない設定とする事を推奨します。
※２ 応答を返す装置は、グループに付き１台のみとして下さい。

［図５－３］ データ書き込み手順（グループ一斉）

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
側

デ ー タ

転送成功

デ ー タ

転送失敗

サムチェック計算式

　 41H + 41H + 46H + 46H + 57H + 57H + 30H

+  52H + 30H + 30H + 33H + 37H + 30H + 31H

+  31H + 32H + 33H + 34H = ４３３Ｈ
　　　　　　　　　　　　　　　└┘

　　　　　　　　　　　　　　　ｻﾑﾁｪｯｸﾃﾞｰﾀ

 通信グループ応答を
 有りに設定した

 コントローラのみが

 応答します。

 応答有り設定は、

 １グループに付き、

 １台のみとする事。

上 下
位 位
桁 桁

上 下
位 位
桁 桁

上 下
位 位
桁 桁
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５－２ データ読み出し手順（コントローラ → 外部機器へデータを転送）

              サムチェックのチェック範囲
            （局番からテキストデータまで）

外
部
機
器
側

Ｅ
Ｎ
Ｑ

０
５

Ｈ

  
 局
  
番

０１

３３
０１

ＨＨ

  
 ＊
  
１

ＦＦ

４４
６６

ＨＨ

 コ
 マ
 ン
 ド

ＷＲ

５５
７２

ＨＨ

＊

１

０

３
０

Ｈ

テキストデータ       

Ｒ００３７０１

５３３３３３３
２００３７０１

ＨＨＨＨＨＨＨ

ｻ ﾑ
ﾁｪｯｸ
ｺ ｰド

４３

３３
４３

ＨＨ

Ｃ

Ｒ

０
Ｄ

Ｈ

Ｌ

Ｆ

０
Ａ

Ｈ

Ｓ
Ｔ
Ｘ

０
２
Ｈ

  
 局
  
番

０ １

３ ３
０ １
Ｈ Ｈ

  
 ＊
  
１

Ｆ Ｆ

４ ４
６ ６
Ｈ Ｈ

テキスト
データ

１２３４

３３３３
１２３４
ＨＨＨＨ

Ｅ
Ｔ
Ｘ

０
Ｄ
Ｈ

ｻ ﾑ
ﾁｪｯｸ
ｺ ｰド

Ｂ Ａ

４ ４
２ １
Ｈ Ｈ

Ｃ

Ｒ

０
Ｄ
Ｈ

Ｌ

Ｆ

０
Ａ
Ｈ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　または

Ｎ
Ａ
Ｋ

１
５
Ｈ

 局
 番

０１

３３
０１
ＨＨ

 ＊
 １

ＦＦ

４４
６６
ＨＨ

ｴ ﾗ ｰ
ｺｰﾄﾞ

０ １

３３
０１
ＨＨ

Ｃ
Ｒ

０
Ｄ
Ｈ

Ｌ
Ｆ

０
Ａ
Ｈ

［図５－４］ データ読み出し手順

ﾃﾞｰﾀ

転送失敗

＊１は、固定データとして転送します。

デ ー タ

転送成功

サムチェック計算式

　 30H + 31H + 46H + 46H + 57H + 52H + 30H

+  52H + 30H + 30H + 33H + 37H + 30H + 31H

= ３４３Ｈ
　　└┘

　ｻﾑﾁｪｴｸﾃﾞｰﾀ

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
側

サムチェック計算式

　 30H + 31H + 46H + 46H + 31H

+  32H + 33H + 34H + 03H

= １ＢＡ
　　└┘

　ｻﾑﾁｪｯｸﾃﾞｰﾀ

サムチェックのチェック範囲

（局番からＥＴＸまで）

上 下
位 位
桁 桁

上 下
位 位
桁 桁

上 下
位 位
桁 桁
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５－３ データ通信シーケンス初期化手順

データ通信シーケンス初期化は、外部機器側から通信を強制中断するために用います。

コントローラは、それまでのデータをキャンセルし内部を初期化します。

外

部

通

信

機

器

側

Ｅ

Ｏ

Ｔ

０

４

Ｈ

Ｃ

Ｒ

０

Ｄ

Ｈ

Ｌ

Ｆ

０

Ａ

Ｈ

　　
　　または

Ｃ

Ｌ

０

Ｃ

Ｈ

Ｃ

Ｒ

０

Ｄ

Ｈ

Ｌ

Ｆ

０

Ａ

Ｈ

コ

ン

ト

ロ　　　返　信　無　し

｜

ラ

側

                       ［図５－５］データ通信手順シーケンス初期化手順

５－４ 通信エラーコード

コントローラが受信した通信データにエラーがあった場合、エラーコードを「ＮＡＫ」と共にコント

ローラが返信します。

エラーコード 転送数値 内                    容

０１ 30H、31H
パリティエラー

・シリアル通信の基本仕様が違っている。

  （１文字データが指定パリティで受信できなかった）

０２ 30H、32H
サムチェックエラー

・受信データ内のサムチェックとコントローラが受信データ

  から作成したサムチェックデータが一致しなかった。

０３ 30H、33H プロトコルエラー
・制御手順以外でデータ通信が行われた。

０４ 30H、34H
フレーミングエラー

・シリアル通信の基本仕様が違っている。

  （ストップビットが認識できなかった）

０５ 30H、35H オーバーランエラー
・コントローラが受信データを取りこぼした。

０６ 30H、36H
通信内容エラー

・存在しないコマンドを受信した。

・処理要求の点数が許容範囲をオーバーした。

０７ 30H、37H 文字エラー
・制御ｺｰﾄﾞ/｢0｣～｢9｣/｢A｣～｢Z｣以外の文字コードを受信した。

［表５－１］  通信エラーコード一覧
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５－５  通信コマンド

　コントローラの通信上のコマンドは、以下のとおりです。

コマンド・コード 転送数値 内                    容
ＷＲ 57H、52H ＤデバイスエリアとＲデバイスエリアのデータの読み出し。
ＷＷ 57H、57H ＤデバイスエリアとＲデバイスエリアへのデータの書き込み。

ＷＭ 57H、4DH

ＤデバイスエリアとＲデバイスエリアのモニタ登録。

                        （最大登録２０ワード）

モニタ：継続して読み出したいＤまたはＲデバイス№を本コマンドで

登録しておく事により、そのデータをまとめて読み出す機能。

ＭＮ 4DH、4EH モニタ登録されたＤデバイスエリアとＲデバイスエリアの読み出し。
ＢＲ 42H、52H Ｘデバイスエリアのデータの読み出し。
ＢＷ 42H、57H Ｘデバイスエリアへのデータの書き込み。

ＱＲ 51H、52H Ｐデバイスエリアのデータの読み出し。
 注）ＶＣ－Ｃ６（自由曲線制御）機種のみ対応

ＱＷ 51H、57H Ｐデバイスエリアへのデータの書き込み。
　注）ＶＣ－Ｃ６（自由曲線制御）機種のみ対応

［表５－２］  通信コマンド一覧

                                     注　意
通信では、デバイス№やデータの範囲、他のデータとの整合性等のチェックは一切行っていません。

弊社専用データエリアや存在しないエリアへの書き込み、あるいは設定範囲外のデータや他のデー

タと矛盾するデータの書き込みを要求するコマンドが送られた場合、そのデータがそのまま動作に

反映され動作不具合となるばかりでなくモータの焼損やコントローラの破損の原因となりますの

で、充分御注意ください。
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　［１］ＤデバイスエリアとＲデバイスエリアのデータの読み出し。（ＷＲコマンド）

　　局番１０（０ＡＨ）の Ｄデバイス D0000 ～ D0003 （４デバイス）のデータの読み出し例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読み出し先頭デバイス№

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読み出しデバイス数

外
部
機
器
側

Ｅ
Ｎ
Ｑ

  
 局
  
番

０Ａ

  
 ＊
  
１

ＦＦ

 コ
 マ
 ン
 ド

ＷＲ

＊

１

０ Ｄ００００ ０４

ｻ ﾑ
ﾁｪｯｸ
ｺ ｰド

Ｃ

Ｒ

Ｌ

Ｆ

読　み　出　し　デ　ー　タ

D0000　 D0001　 D0002 　D0003

コ
ン
ト
ロ
ラ
｜
側

Ｓ
Ｔ
Ｘ

 局
  
番

０Ａ

 ＊
  
１

ＦＦ ００００ １２３４ ００００ １ＢＣＤ

Ｅ
Ｔ
Ｘ

ｻ ﾑ
ﾁｪｯｸ
ｺ ｰド

Ｃ

Ｒ

Ｌ

Ｆ

                                                                                             
　　　＊１は、固定データとして転送します。

      ＊  読み出しデータ、読み出しデバイス数、局番、サムチェックコードは、１６進数を文字キャ
          ラクタコードにした形式で転送します。
                                                                                           

［図５－６］ＤデバイスエリアとＲデバイスエリアのデータの読み出し方法

　［２］ＤデバイスエリアとＲデバイスエリアのデータの書き込み。（ＷＷコマンド）

      局番０４の Ｒデバイス R0080 ～ R0085 （６デバイス）のデータの書き込み例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書き込み先頭デバイス№

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書き込みデバイス数

　　　　      書き込みデータ
R0080　 　 　R0082　　　　 R0084

　　　 R0081　　  　R0083　　　　R0085

外
部
機
器
側
　

Ｅ
Ｎ
Ｑ

  
 局

 番

０４

  
 ＊
  
１

ＦＦ

 コ
 マ
 ン
 ド

ＷＷ

＊
１

０ Ｒ００８０ ０６ 0000 0154 0000 00BA 0000 00A9

ｻ ﾑ
ﾁｪｯｸ
ｺ ｰド

Ｃ

Ｒ

Ｌ

Ｆ

Ａ
Ｃ
Ｋ

 局
  
番

０４

 ＊
  
１

ＦＦ

Ｃ

Ｒ

Ｌ

Ｆ

                                                                                             
      ＊１は、固定データとして転送します
                                                                                     
   　 ＊「ブロードキャスト」の場合、コントローラからの返信はありません。
                                                                                             
      ＊  書き込みデータ、書き込みデバイス数、局番、サムチェックコードは、１６進数を文字キャ
          ラクタコードにした形式で転送します。
                                                                                             

［図５－７］ＤデバイスエリアとＲデバイスエリアのデータの書き込み方法

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
側
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　［３］ＤデバイスエリアとＲデバイスエリアのモニタ登録。（ＷＭコマンド）

      局番１６（１０Ｈ）の Ｄデバイス D0000/R3733/D0002/R3732（４デバイス）のモニタ登録例

              　　　        　　　　 　　モニタ登録数

登 録 デ ー タ

（デバイス種別・番号）

ｻ ﾑ
ﾁ ｪ ｯ
ｸ ｺ ｰ
ﾄ ﾞ

C

R

L

F

外

部

機

器

側

E
N
Q

局

番

1 0

 *
  
１

F  F

コ
マ
ン
ド

W M

*

1

0 0  4 D0000 R3733 D0002 R3732

コ
ン
ト
ロ
｜
ラ
側

　

　

　　　

Ａ
Ｃ
Ｋ

 局
 
番

１０

 ＊
 
１

ＦＦ

Ｃ

Ｒ

Ｌ

Ｆ

　　　　　　＊１は、固定データとして転送します。

　　　　　　＊「ブロードキャスト」の場合、コントローラからの返信はありません。

［図５－８］ＤデバイスエリアとＲデバイスエリアのモニタ登録方法

　［４］ＤデバイスエリアとＲデバイスエリアのモニタ登録されたデータの読み出し。（ＭＮコマンド）

　      局番１６（１０Ｈ）からの 登録したデバイスの読み出し例

        （モニタ登録：D0000/R3733/D0002/R3732）

外

部

機

器

側

E
N
Q

局

番

1  0

 *

 1

F  F

コ
マ
ン
ド

M N

*

1

0

ｻ ﾑ
ﾁ ｪ ｯ
ｸ ｺ ｰ
ﾄ ﾞ

C

R

L

F

 読 み 出 し デ ー タ

D0000        D0002
       R3733         R3732

S
T
X

局

番

1  0

 *
 

1

F  F 0029 0158 FF88 334C

E
T
X

ｻ ﾑ
ﾁ ｪ ｯ
ｸ ｺ ｰ
ﾄ ﾞ

C

R

L

F

コ
ン
ト
ロ
｜
ラ
側

             ＊１は、固定データとして転送します。

［図５－９］ＤデバイスエリアとＲデバイスエリアのモニタ登録されたデータの読み出し方法
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　［５］Ｘデバイスエリアのデータの読み出し。（ＢＲコマンド）

      局番１０（０ＡＨ）の Ｘデバイス X0000～X0007（８デバイス）のデータの読み出し例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読み出し先頭デバイス№

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読み出しデバイス数

外

部

機

器

側

E
N
Q

局

番

0 A

*

1

F F

コ

マ
ン
ド

B R

*

1

0 X0000 0 8

ｻ ﾑ

ﾁ ｪ ｯ
ｸ ｺ ｰ
ﾄ ﾞ

C

R

L

F

 0  1  2   3   4   5  6  7
E
T
X

ｻ ﾑ
ﾁ ｪ ｯ
ｸ ｺ ｰ

ﾄ ﾞ

C

R

L

F

コ
ン
ト
ロ
｜
ラ
側

S
T
X

局

番

0  A

 
*

 1

F  F 1 0 1 1 0 0 1 0

　　　　　　＊１は、固定データとして転送します。

［図５－１０］Ｘデバイスエリアのデータの読み出し方法

　［６］Ｘデバイスエリアへのデータの書き込み。（ＢＷコマンド）

      局番０４の Ｘデバイス X0008～X000B（４デバイス）のデータの書き込み例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書き込み先頭デバイス№
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書き込みデバイス数

書き込み

データ

外

部

機

器

側

E
N
Q

局

番

0  4

*

1

F  F

コ
マ
ン

ド

B W

*

1

0 X0008 0 4 0 0 1 1

ｻ ﾑ
ﾁ ｪ ｯ
ｸ ｺ ｰ

ﾄ ﾞ

C

R

L

F

コ
ン
ト
ロ
｜
ラ
側

A
C
K

局

番

0  4

 *

 1

F  F

C

R

L

F

　　　　　　＊１は、固定データとして転送します。

　　　　　　 ＊「ブロードキャスト」の場合、コントローラからの返信はありません。

［図５－１１］Ｘデバイスエリアのデータの書き込み方法
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　［７］Ｐデバイスエリアのデータの読み出し。（ＱＲコマンド）

      局番１０（０ＡＨ）の Ｄデバイス Ｐ000000 ～ P000003 （４デバイス）のデータの読み出し例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読み出し先頭デバイス№

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　読み出しデバイス数

外
部
機
器
側

Ｅ
Ｎ
Ｑ

  
 局

 番

０Ａ

  
 ＊

 １

ＦＦ

 コ
 マ
 ン
 ド

ＱＲ

＊

１

０ Ｐ００００００ ０４

ｻ ﾑ
ﾁｪｯｸ
ｺ ｰド

Ｃ

Ｒ

Ｌ

Ｆ

　　　　　　読み出しデータ

P000000   P000001   P000002  P000003

コ
ン
ト
ロ
｜
ラ
側

Ｓ
Ｔ
Ｘ

 局

 番

０Ａ

 ＊

 １

ＦＦ ００００ １２３４ ００００ １ＢＣＤ

Ｅ
Ｔ
Ｘ

ｻ ﾑ
ﾁｪｯｸ
ｺ ｰド

Ｃ

Ｒ

Ｌ

Ｆ

                                                                                             
       ＊１は、固定データとして転送します。

　　　 ＊読み出しデータ、読み出しデバイス数、局番、サムチェックコードは、１６進数を文字キャラ
         クタコードにした形式で転送します。
                                                                                           

［図５－１２］Ｐデバイスエリアのデータの読み出し方法

　［８］ＰデバイスエリアとＲデバイスエリアのデータの書き込み。（ＱＷコマンド）

      局番０４の Ｐデバイス Ｐ000080 ～ Ｐ000085 （６デバイス）のデータの書き込み例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書き込み先頭デバイス№

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書き込みデバイス数

　　　　      書き込みデータ

P000080　    P000082　　　　 P000084

　　 　P000081　　     P000083　　　 P000085

外
部
機
器
側

Ｅ
Ｎ
Ｑ

  
 局

 番

０４

  
 ＊
 
１

ＦＦ

 コ
 マ
 ン
 ド

ＱＷ

＊
１

０ Ｐ００００８０ ０６ 0000 0154 0000 00BA 0000 00A9

ｻ ﾑ
ﾁｪｯｸ
ｺ ｰド

Ｃ

Ｒ

Ｌ

Ｆ

コ
ン
ト
ロ
｜
ラ
側

Ａ
Ｃ

Ｋ

 局
 
番

０４

 ＊
 
１

ＦＦ

Ｃ

Ｒ

Ｌ

Ｆ

　　 ＊１は、固定データとして転送します。
  　 ＊「ブロードキャスト」の場合、コントローラからの返信はありません。
     ＊ 書き込みデータ、書き込みデバイス数、局番、サムチェックコードは、１６進数を文字キャ
        ラクタコードにした形式で転送します。

［図５－１３］Ｐデバイスエリアのデータの書き込み方法


	VCｼﾘｰｽﾞ　通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ編　取扱説明書
	はじめに
	安全上のご注意
	目次
	第1章　概要
	1-1　特長
	1-2　通信機能

	第2章　構成
	2-1ｼｽﾃﾑ構成

	第3章　仕様
	3-1　ｼﾘｱﾙ通信
	3-2　ｼﾘｱﾙ通信ｹｰﾌﾞﾙ配線

	第4章　ｺﾝﾄﾛｰﾗの設定
	4-1　ｺﾝﾄﾛｰﾗのﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定
	4-2　ﾓｰﾄﾞと制御入力信号の関係
	4-2-1　VC-D機種
	4-2-2　VC-C1機種
	4-2-3　BC-C6機種


	第5章　ｼﾘｱﾙ通信手順
	5-1　ﾃﾞｰﾀ書き込み手順
	5-2　ﾃﾞｰﾀ読み出し手順
	5-3　ﾃﾞｰﾀ通信ｼｰｹﾝｽ初期化手順
	5-4　通信ｴﾗｰｺｰﾄﾞ
	5-5　通信ｺﾏﾝﾄﾞ




